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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は 6 章から構成され，各章の内容を要約すると，以下のとおりである． 
第 1 章では，本研究の背景，位置付け，目的，および本研究に関する既往の研究を述べ，最後に
各章の概要を述べた． 
第 2 章では，本研究で提案した補修・補強法に用いられている摩擦接合継手の限界状態の区分を
明確にするため，高力ボルト摩擦接合継手を対象に，過去に行われたすべり実験結果を再調査すると
ともに，追加的なすべり実験，および FEM 解析を行った．それらの結果により，すべり係数とすべ
り耐力/降伏耐力比との関係から，高力ボルト摩擦接合継手の限界状態を明確にした． 
第 3 章では，損傷した一部のリベットを所定の軸力を導入し摩擦接合とする高力ボルトによって
部分的に取替えるという補修方法を提案した．さらに，提案した方法である摩擦接合としての高力ボ
ルトと支圧接合としてのリベットとが混合して補修された機械式接合継手の力学的挙動を FEM に
よる解析を行い明確にすることで，その提案補修方法の妥当性を示した． 
第 4 章では，疲労き裂を有する鋼部材の緊急補修，腐食鋼部材の緊急補強，および継手部を補修
するための一時的な仮止めに万力摩擦接合を用いる方法を提案した．その接合法の基本的な力学的性
質を明らかにするため，すべり実験，繰返し載荷実験，およびリラクセーション実験を行った．それ
らの実験結果より，万力摩擦接合継手の基本的な力学的性質を明らかにした． 
第 5 章では，鋼トラス橋の格点ガセットプレート付近に損傷が発生した場合におけるトラス橋格
点部の補修法として，高力ボルト引張接合を用いて新たな補修部材を接合する工法を提案した．損傷
格点部の補修部材および引張接合部の力学的挙動を明確にするため，静的載荷実験を行った．その静
的載荷実験により，補修部材および引張接合部の力学的挙動を明らかにし，提案する格点部補修法の
妥当性を示した． 
最後に，第 6 章では，本研究で得られた主な研究成果をとりまとめた． 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文では，高力ボルト摩擦接合・引張接合，および万力を用いた摩擦接合の機械式接合法を用い
た応急的な補修・補強方法を提案している．また，それらを施工期間，性能保証期間などの観点から
整理分類している．さらに，それら手法の有効性および有用性を実験および有限要素解析によって，
以下のとおりに明らかにしている． 
 最初に，現場での補修・補強方法として最も基本的な高力ボルト摩擦接合継手を取り上げ，過去に
行われたすべり実験結果の整理，追加的なすべり実験，および有限要素法によるパラメトリック解析
を行い，高力ボルト摩擦接合継手形式の 2つの限界状態（すべり限界と降伏限界）の区分を定量的に
明確にしている． 
 次に，50 年以上経過した橋梁に多く見られるリベット接合継手部を対象に，一部のリベットが腐
食・損傷した場合の補修方法として，すべてのリベットを交換するのではなく，腐食・損傷したリベ
ットのみ，所定の軸力を導入し摩擦接合とした高力ボルトに取替える部分的な補修方法を提案してい
る．この補修方法の有効性を有限要素解析によって検討している．また，残存するリベットは支圧接
合継手，交換した高力ボルトは摩擦接合継手として継手全体の耐荷力を計算する方法も提案し，この
計算方法の妥当性を有限要素解析によって検証している．その結果，耐荷力の計算方法も含め，提案
する補修方法が，経年劣化したリベット継手の補修方法として実用的で経済的であることを明らかに
している． 
 さらに，損傷を受けた橋梁部材の応急補強方法として，万力を利用した摩擦接合継手を提案し，す
べり実験，繰返し載荷実験，およびリラクセーション実験などの実験的検討を行っている．その結果，
腐食や疲労き裂によって強度劣化した部材の応急補強方法としての本補強方法の安全性（すべり耐
力）および耐久性に問題がないことを明らかにしている． 
 最後に，鋼トラス橋の格点部もしくは格点部付近の部材が疲労き裂などの損傷を受けた場合の補修
方法として，高力ボルト引張接合によって，更新挿入部材を既存の部材と接合する補修方法を提案し
ている．提案する補修方法による接合部および補修部材の力学的挙動を実際の形状および荷重状態を
再現した静的載荷実験により明らかにしている．その結果，提案する補修方法は適切な耐荷力を有し，
施工性の点からも優れており，補修方法として適用可能であることを示している． 
 以上のように，本論文は，橋梁部材もしくは継手部の応急的な補修・補強方法を提案し，それらの
補修・補強方法の力学的性能を定量的に明らかにし，橋梁の補修・補強に関して，実用的に有用な知
見を多く得ている．これらの研究成果は，橋梁工学の発展に寄与するところが大きいと考えられる．
したがって，本論文の著者は，博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める． 
 
